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滋
賀
医
科
大
学
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
（
カ
ナ
ダ
）、
北
華
大
学
（
中

国
）、
ハ
ル
ビ
ン
医
科
大
学
（
中
国
）、
ピ
カ

ル
デ
ィ
ー
・
ジ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ヌ
大
学
（
フ
ラ

ン
ス
）、
ロ
ー
マ
大
学
（
イ
タ
リ
ア
）
の
医

学
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が

行
わ
れ
た
後
、
総
合
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

T O P I C ST O P I C S

　

昭
和
49
年
10
月
１
日
に
滋
賀
県
唯
一
の
医

科
大
学
と
し
て
誕
生
し
た
滋
賀
医
科
大
学

は
、
こ
の
た
び
開
学
30
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
平
成
16
年
10
月
２
日
、
大
津

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
滋
賀
医
科
大

学
開
学
30
周
年
記
念
講
演
会
」
及
び
記
念
式

典
、
記
念
祝
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
元
東
京
大
学
教
授
で

日
本
代
替
・
相
補
・
伝
統
医
療
連
合
会
議
理

事
長
の
渥
美
和
彦
氏
が
、

「
21
世
紀
は
統
合
医
療
に

な
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
ま
た
元
京
都
大
学

総
長
で
先
端
医
療
振
興

財
団
理
事
長
の
井
村
裕

夫
氏
が
「
生
命
科
学
の

進
歩
と
こ
れ
か
ら
の
医

療
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
吉
川
隆
一
学

長
は
「
開
学
に
ご
尽
力

頂
き
ま
し
た
当
時
の
関
係
者
に
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
30
年
間
本
学
は
順
調
に
成
長
、
発
展
し
本

学
な
ら
で
は
の
特
徴
的
な
活
動
の
向
上
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
先
人
が
残
し
た
「
滋
賀
医
科
大
学
の
構

想
」
が
成
就
さ
れ
た
と
は
思
え
ず
、
未
だ
道

半
ば
の
状
態
で
す
。
奇
し
く
も
、
30
周
年
を

迎
え
た
本
年
４
月
、
本
学
は
他
の
国
立
大
学

と
同
様
法
人
化
を
迎
え
ま
し
た
。
法
人
化
さ

れ
た
国
立
大
学

は
「
大
学
の
特

徴
を
生
か
し
た

個
性
化
」、「
経

営
改
善
に
よ
る

自
主
性
・
自
立
性
の
確
立
」、「
社
会
貢
献
、

特
に
地
域
社
会
と
の
連
携
」
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
方
向
性
は
先
人

が
目
指
し
た
「
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
、
従

来
の
慣
習
・
制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
学
」、

即
ち
本
学
の
「
建
学
の
理
念
」
と
相
通
ず
る

と
こ
ろ
が
多
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま

さ
に
、「
三
十
に
し
て
立
つ
」
の
気
概
を
持
っ

て
、「
建
学
の
理
念
」
を
実
現
す
べ
く
、
ま

た
地
域
の
皆
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
教
育
・

研
究
・
診
療
活
動
を
実
践
す
べ
く
、
教
職
員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
石
野
利
和

文
部
科
学
省
医
学
教
育
課
長
、
國
松
善
次
滋

賀
県
知
事
、
野
上
智
行
神
戸
大
学
長
、
山
敷

祐
亮
滋
賀
県
医
師

会
長
、
パ
ト
リ
ッ

ク
・
マ
ク
ギ
ア　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

教
授
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た

引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念
祝
典
で
は
、
多
数

の
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ

き
、
鏡
開
き
な
ど
が
行
わ
れ
て
華
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
無
事
祝
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
10
月
１
日
に
は
、「
わ
が

大
学
の
医
学
教
育
に
つ
い
て
」
│
そ
の
利
点

と
欠
点
に
つ
い
て
│
と
い
う
テ
ー
マ
で「
滋

賀
医
科
大
学
開
学
30
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
上
島
学
術
講
演

委
員
会
委
員
長
・
木
村
宏
委
員
を
座
長
に
、

渥美和彦氏井村裕夫氏

吉川隆一学長

祝典　鏡開き　　

記念国際シンポジウム

國松滋賀県知事

開学30周年を祝い
記念式典、シンポジウム

開催
滋賀医科大学開学30周年を記念してご寄贈いただいた記念品


